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前回委員会での各委員からのコメントが的確に反映され、且つ「総量管理規制」の方

針について具体的に記載されており良いと思いました。 

具体的には、以下の点です。 

第 4 章 4-2（２）汚濁負荷の総量管理において、地方自治体が「管理目標値」を設定

する際の指針が具体的に示されていると思いました。 

イの産業系について、最新の処理技術動向を考慮しつつ、現行の処理水準を維持して

いくということで、産業界への負担を考慮した管理目標値の設定になっていると思い

ました。 

（３）地域のニーズに応じた順応的な栄養塩類管理において、栄養塩類増加措置にお

いて実施可能性の検討に際して、実施者に過剰な負担を強いることがないよう都府県

との間で丁寧に協議を行うという文言が入ったことで、特定工場の懸念が低減される

と思いました。 

また、栄養塩類増加による負の影響についても考慮して計画を立てることについて、

丁寧に記載されていると思いました。 

 


